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本
作
は
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
藤
左
千
夫
の
短
歌
一
首
を
、
藤

原
伊
房
〈
一
〇
三
〇
─
九
六
〉
筆
「
十
五
番
歌
合
」
で
展
開
さ
れ
る
草
仮
名
の

表
現
を
取
り
入
れ
て
制
作
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
伊
房
筆
の
「
十
五
番
歌
合
」
の
概
要
を
示
し
て
お
こ
う
。
書
写

内
容
で
あ
る
『
十
五
番
歌
合
』
は
、
藤
原
公
任
〈
九
六
六
─
一
〇
四
一
〉
の
撰

と
さ
れ
て
お
り
、
柿
本
人
麻
呂
、
山
部
赤
人
、
紀
貫
之
を
は
じ
め
と
す
る
歌
仙

三
十
人
の
秀
歌
を
一
首
ず
つ
選
び
、
左
右
に
分
け
て
十
五
番
の
歌
合
形
式
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
古
来
よ
り
撰
者
と
さ
れ
る
藤
原
公
任
と
伝
え
ら
れ
て

き
た
が
、
今
日
の
研
究
で
は
、「
三
蹟
」
の
一
人
・
藤
原
行
成
〈
九
七
二
─
一

〇
二
七
〉
を
祖
と
す
る
世
尊
寺
家
三
代
目
の
伊
房
を
筆
者
と
す
る
の
が
定
説
で

あ
る
。
も
と
も
と
は
三
十
首
揃
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
遺
品
は
、

国
宝
で
あ
る
前
田
育
徳
会
蔵
の
一
巻
（
巻
首
・
巻
中
・
巻
尾
の
欠
失
し
た
二
十

二
首
は
、
中
院
通
村
〈
一
五
八
八
─
一
六
五
三
〉
の
後
補
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
）
や
個
人
蔵
を
含
め
、
十
四
首
と
四
番
左
の
壬
生
忠
岑
歌
の
七
字
断
簡
「
け

ふ
は
み
ゆ
ら
む
」（
古
筆
手
鑑
に
所
収
）・
八
字
断
簡
「
ヽ
や
ま
も
か
す
み
て
」

が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
二
〇
一
六
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
王
羲
之

か
ら
空
海
へ
─
日
中
の
名
筆 

漢
字
と
か
な
の
競
演
」
で
は
、
前
出
し
た
八
字

断
簡
が
初
公
開
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
。
料
紙
は
、
蠟
箋
や
雲
母
摺
り
の
型
文
様

が
あ
る
舶
載
の
か
ら
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
書
式
は
、
歌
合
の
番
数
の
み
記

し
て
、
左
右
は
書
か
ず
、
歌
人
名
を
記
し
て
か
ら
、
一
首
を
四
行
に
書
い
て
お

り
、
四
行
目
は
、
四
文
字
の
も
の
が
多
い
。
七
番
右
の
藤
原
清
正
の
一
首
に
つ

い
て
は
、
三
行
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
か
、
歌
末
の
「
ざ
る
べ
き
」
を
衍

字
と
し
て
一
行
足
し
て
い
る
。
草
仮
名
を
主
体
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
女
手
を

交
え
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
書
風
は
、
当
時
主
流
の
典
麗
優
雅
で
流
麗
な
仮
名

と
は
異
な
り
、
大
ぶ
り
な
草
仮
名
を
駆
使
し
て
、
力
強
い
筆
力
を
示
し
て
い
る
。

「
北
山
抄
」（
巻
三
・
巻
七
）
や
「
藍
紙
本
万
葉
集
」
な
ど
、
伊
房
筆
の
基
準
作

例
の
中
で
も
、
極
め
て
大
胆
で
意
欲
的
な
作
品
と
言
え
よ
う
。
こ
の
書
風
は
、

五
代
目
の
藤
原
定
信
〈
一
〇
八
八
─
一
一
五
四
～
〉
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
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こ
ろ
も
あ
り
、『
今
鏡
』（
巻
第
五
・
水
く
き
）
に
は
、
定
信
の
筆
跡
が
、
伊
房

の
「
御
手
に
ぞ
よ
く
似
て
侍
る
な
る
」
と
あ
る
。
一
風
変
わ
っ
た
激
し
い
性
格

を
物
語
る
「
勅
撰
集
改
竄
事
件
」・「
契
丹
密
貿
易
事
件
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
両
事
件
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
伊
房
と
い

う
人
物
は
豪
胆
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
十
五
番
歌
合
」
と
酷
似
す
る
古
筆
に
、

伝
源
俊
頼
筆
「
歌
集
切
」
が
あ
る
。

　

前
述
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
伊
藤
左
千
夫
の
短
歌
一
首
を
草
仮
名
主
体

で
制
作
し
た
。
伊
房
筆
「
十
五
番
歌
合
」
で
使
用
さ
れ
て
い
る
草
仮
名
を
集
字

し
、「
久
」・「
乃
」・「
李
」・「
耳
」・「
良
」・「
留
」
な
ど
特
徴
的
で
頻
出
す
る

字
形
を
参
考
に
し
た
。「
八
重
」・「
玉
蓮
」・「
花
」・「
動
」・「
風
」・「
渡
」
に

関
し
て
は
、
漢
字
だ
け
が
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
、
世
尊
寺
家
歴

代
（
行
成
・
伊
房
・
定
実
・
定
信
・
伊
行
）
の
漢
字
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
草

仮
名
と
の
調
和
を
図
っ
た
。
構
成
も
原
本
と
同
様
に
、
単
体
の
放
ち
書
き
と
二

字
連
綿
を
交
え
な
が
ら
、
四
行
書
き
と
し
、
最
終
行
は
四
文
字
で
ま
と
め
た
。

伊
房
の
書
風
を
形
成
す
る
要
素
と
な
る
抑
揚
が
効
い
た
筆
致
を
意
識
し
、
筆
の

弾
力
や
側
筆
を
う
ま
く
使
用
し
て
、
太
細
な
線
の
変
化
か
ら
生
ま
れ
る
躍
動
的

で
力
強
い
仮
名
の
表
現
を
試
み
た
。

　

今
回
は
詳
細
に
調
査
で
き
な
か
っ
た
が
、
近
現
代
の
仮
名
作
品
に
お
い
て
、

桑
田
笹
舟
先
生
が
古
筆
研
究
に
基
づ
く
、
草
仮
名
を
主
体
と
し
た
仮
名
作
品
を

多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
著
書
『
桑
田
笹

舟
書
法
』（
現
代
日
本
書
法
集
成
）
で
は
、
古
筆
の
研
究
と
し
て
、
伊
房
筆

「
十
五
番
歌
合
」
を
取
り
上
げ
、「
字
形
が
最
も
大
き
い
の
で
、
か
な
の
中
字
及

び
大
字
作
品
に
は
最
適
な
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、『
墨
美
』
一
八
八
号
（
十
五
番
歌
合
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
伝

中
院
通
村
筆
「
十
五
番
歌
合
摸
本
」
や
光
厳
天
皇
〈
一
三
一
三
─
六
四
〉
筆
と

伝
え
ら
れ
る
御
物
の
「
十
五
番
歌
合
」
な
ど
に
も
着
目
し
、
研
究
を
深
め
て
い

き
た
い
。
古
典
・
古
筆
に
立
脚
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
の
『
前
十
五
番
歌
合
』・

『
後
十
五
番
歌
合
』
を
制
作
し
、
発
表
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
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